












平成元年度から 3年間にわたる当研究班の研究計画のポイントは、1.障害児保育の概念の

整理と新保育指針にもとずく障害児保育要望の検討、2.障害児保育の現状調査結果の集計

からみた障害児保育にかかわる課題の明確化、3.全国的規模の事例研究を行い、前 2年度

の研究結果をふまえて行政に対する提言をまとめる、である。初年度は、昭和 63 年度の

心像障害研究費によってすでに実施した「障害児保育に関する調査」の解析を進めながら、

新保育指針にもとずく障害児保育の手引書の作成の作業を進めた。手引書は構想が確定し

ている段階である。尚、障害児保育にかかわる調査の集計結果から障害児保育が保育所保

育の中にすでにきちんと位置づけられていること、そして、実践にあたっては様々な問題

が明らかになってくる中で、保母が自らの資質の向上を計るために、スーパーバイザーの

存在や研修を強く望んでいることが明らかになった。


